
学力向上プラン

大分市立上野ヶ丘中学校

生徒の課題

本校の落ち着きある雰囲気は，長年の伝統であり，その中で生徒は学習や行事などに生き生きと取り組んでい

る。学習の基本となる授業も静と動のけじめがつけられ，学びの場として相応しい状態である。しかし，自ら課

題を見つけ，他との協働の中でそれを解決していこうとする主体性がまだ育っていない。そのため，学力上位層，

中間層のさらなる引き上げが難しい状況である。また，学力下位層が他校に比べて少ないとはいえ，一斉授業の

中だけで基礎・基本の力を身につけさせることは難しい。放課後学習などで個別指導を実施しているが，時間の

制限もあり，確固たる基礎学力の定着には至っていないことが課題である。小中一貫教育の取組の中で，義務教

育９年間で身につけたい基礎・基本の内容を精選したが，盛り込むべき内容の見直しや系統立てが不十分で，生

徒にとって分かりにくい部分もあり，生徒の実態に即した年度ごとの改定が必要であることも今後の課題である。

１．目標

○自主的，創造的な学習態度および自己学習能力の育成

１年「市標準学力検査」 ２年「県学力定着状況調査」 ３年「全国学力学習状況調査」において，

全教科とも偏差値５０以下の生徒を昨年度より５％減

＜指導目標＞

・基礎・基本事項を確実に身に付け，その力を発展的に活用できる生徒の育成。

・自ら課題を見つけ，仲間との協働を通してその解決を図ろうとする，主体性豊かな生徒の育成。

・学ぶ姿勢を自ら省みて，学力の向上や自己実現に向けて努力する生徒の育成。

２．具体的な取組

①上中学習スタンダードの作成と実践

・学習規律や整った学習環境，能動的な学びのための分かりやすい目当て

②魅力ある授業の展開

・主体的な学びを創造する授業～アクティブラーニング～

・誰でもわかる喜びを味わえる授業～ユニバーサルデザイン授業～

・「本時のめあて」「課題」「まとめ」プレートの利用

・「１時間完結型」の授業展開

・１時間の授業の流れが分かる板書の構造化とノート整理の指導

・ＩＣＴを活用した授業展開

・英語・数学の指導法工夫改善での習熟度別指導の徹底

③朝学習の充実

・基礎・基本を押さえるテキスト，プリント類を活用した自主学習

・静かな環境での落ち着いた読書

④家庭学習習慣の定着

・毎日ノートの徹底（基礎・基本プリント，授業の復習）

・学年通信，ＰＴＡ等を利用しての保護者への協力依頼



⑤個に応じた指導

・つまずきの発見と個別指導の充実（机間支援，課題点検）

・昼休みや放課後の補充学習

・テスト期間中や長期休業中の質問教室の実施

・週末課題の実施

⑥生徒活動を通して

・上中学習スタンダード徹底の呼びかけ

・テスト期間中の学習時間チェック，「置き勉」防止の呼びかけ，「授業評価オール５」の呼びかけ

⑦小中連携

・小中９年間を見通した「基礎・基本シート」「基礎・基本プリント」「学習の手引き」の改良

・互見授業の実施

⑧家庭・地域との協働

・小中９年間を通した「家庭学習の手引き」の配布（入学時）

・補充学習についての家庭への連絡と協力依頼

・テスト計画表・長期休業中の計画表への保護者のコメント

・地域が実施する青少年健全育成活動への教職員・ＰＴＡの積極的参加協力

⑨各教科の取組

国語 ・授業の初めに行う漢字テスト（間違えた漢字は５回書いて覚える）

・漢字ノート（２種類）を漢字テストの前に課題として出す

・授業の中に少人数（４人以下）の班活動を取り入れ，考える力や表現する力を育てる

社会 ・授業初めに新聞記事をｉＰａｄで紹介

・単元のまとめテストを定期的に実施

・視聴覚教材の活用

数学 ・少人数，ＴＴによる指導

・ＩＣＴ機器を活用した授業

・単元ごとの小テスト

理科 ・ＩＣＴ機器を活用した授業づくり

・単元ごとの小テスト

・実験ごとのレポート作成

英語 ・単元テスト（リスニング・単語・基本文・表現）の実施

・全学年共通の帯活動（インプット訓練）の実施

・家庭学習用ノート（Ｂノート）の充実

音楽 ・発達段階における意識調査と実態を生かした練習の工夫

美術 ・ＩＣＴ機器を活用した授業づくり

保体 ・授業初めの補強運動の実施

技家 ・月に１回以上の視聴覚教材の活用

・毎時間のワークシートの作成と活用

・作品が完成するまで個別指導を徹底する


